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研究成果の概要（和文）：『大成算経』(1711)は、関孝和、建部賢弘、建部賢明の著書で、当時の最新の数学を網羅し
ている。本研究の目的は、『大成算経』の数学を歴史的かつ数学的に理解し、江戸時代中期の数学や数学観を知ること
にある。その一助として、『大成算経』の現代日本語訳、英訳を計画した。訳業は実質的に成果を得たが、研究終了時
にはまだ全巻の訳業は完成しなかった。
また、江戸時代の日本数学(和算という）は東アジアの数学の一環であり、この見地からの国際的研究ネットワークの
構築も目論み、一定の成果を得た。2014年8月に開催した建部賢弘生誕350年記念国際会議は成功し、英文報告書(約600
頁)は日本数学会から出版の予定である。

研究成果の概要（英文）：The Taisei Sankei (1711) is an encyclopedic monograph of mathematics written by 
three eminent mathematicians Seki Takakazu, Takebe Katahiro and Takebe Kataakira. The aim of this 
research is to understand the Taisei Sankei mathematically and historically. To attain this goal, we 
started to translate this monograph into modern language (Japanese and English). Although the translation 
was done on a substantial part, we could not completed the translation of the whole 20 volumes.
The mathematics studied in the Edo period Japan is sometimes called the "wasan" (Japanese mathematics) 
but it was a part of the mathematics of the East Asia (China, Korea, etc.) We endeavored to cooperate 
with international researchers organizing several international conferences to study mathematics of the 
East Asia. In 2014, we organized the international conference in honor of Takebe Katahiro for his 350th 
anniversary. The proceedings in English will be published soon by the Mathematical Society of Japan.

研究分野： History of Mathematics
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１． 研究開始当初の背景 
（１）江戸時代に行われていた数学を、和算
というが、一般には『塵劫記』で代表される
ような初等数学を指す。しかし、関孝和は、
方程式論を研究し、終結式や行列式を発見す
るなどの目覚ましい成果をえた。彼の高弟で
ある建部賢弘は、円周率や弧長の数値計算を
行い、数値解析の考察によって逆三角関数の
テイラー展開に相当する公式を発見してい
る。関や建部の数学を、歴史的なコンテキス
トの中で数学的に厳密に理解したいという
のが、当研究の目的であった。 
（２）「和算」という言葉は「洋算」ととも
に明治時代に導入された術語であるが、日本
独自の数学というように通常は取られてい
る。しかし、関や建部は、中国の算書「算学
啓蒙」(1299)などを徹底的に研究して、その
土台の上に独自の数学を発展させている。そ
の意味で、「和算」は東アジア数学の一翼と
して理解されなければならない。中国、韓国
の数学史研究者や、広く世界の東洋数学研究
者と研究交流を深めることは、「和算」研究
に不可欠なことである。 
 
２．研究の目的 
（１）「和算」の基本文献である『大成算経』
を歴史的なコンテキストの中で、数学的に厳
密に理解することが大目的である。 
（２）『大成算経』は関孝和、建部賢弘、建
部賢明が 28 年の年月をかけて完成させた全
20巻の大著であり、当時の和漢の数学を網羅
したものである。漢文で書かれていることも
あり、とっつきにくい書物である。この書物
の重要性の割には、研究がされてこなかった
し、注目も集めてこなかった。そこで、『大
成算経』を現代語(日本語、英語)に翻訳して
公表することを本研究の目的とした。 

 
３．研究の方法 
（１）『大成算経』の現代語訳、英訳を順次
公表する前段階として、テキストを完全に理
解する必要がある。そのため、まず読み下し
分を作成することとし、あわせて数学的内容
を読み解く。また、関や建部、および彼らの
同時代人の遺した算書(刊本、手稿本)と『大
成算経』を比較検討する。以上の研究を効率
的に行うために、毎月一度、名古屋数学史セ
ミナーを行い、研究発表、連絡を行った。 
（２）建部賢弘の著書『綴術算経』(1722)に
は、逆三角関数の展開を微積抜きに数値解析
で発見したことが詳細に述べられている。ま
た、この書では建部賢弘の数学論が披瀝され
ている。研究代表者と共同研究者は、『綴術
算経』の英訳を完成させ、影印とともに、公
表した。この作業は、『大成算経』の英訳の
準備段階であると位置づけることができる。 
（３）2014 年 8月に、研究代表者が組織委員
長として、お茶の水女子大学で建部賢弘生誕
350 周年記念の国際会議を開催した。会議の
準備、実施、また、英文の報告集の編集は本

研究と密接な関係がある。 
  
４．研究成果 
 
（１） 綴術算経の英訳の公表(2012 年) 
（２） 大成算経巻之 4の現代語訳(2013 年) 
（３） 建部賢弘生誕 350 年記念国際会議の
開催(2014 年 8月) 

（４） 上記会議の英文報告集 Mathematics 
of Takebe Katahiro and History of 
Mathematics in East Asia の編集
(2015 年)、この報告集は近く日本数
学会より刊行の予定である。 

（５） 大成算経巻之 12、17、19 の英訳(2015
年)これらは、上記英文報告集にて発
表の予定である。 
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